
平成10年度をふりかえって
平成10年度の埋蔵文化財事業について

簡単に振り返ってみたいと患います。

【発掘調査】

まずは、旧石器時代から奈良平安時代

の複合遺跡として3年間調査されてきた、

保品（肌な）の上谷（鈍や）遺跡の調査がつ

いに終了しました。各時代とも大きな成

果をあげましたが、特に奈良平安時代に

関しては多数の竪穴住居跡、掘立柱建物

跡を調査することができました。来年度

以降、整理作業に着手しますので、より

詳しい内容が明らかになるでしょう。

縄文時代の遺跡としては、蓄積（よし乱）

の内野南（うちの純み）遺跡a地点で炉穴5基

を、b地点で落とし穴1基を調査しまし

た。また萱田（紳た）吋の川崎山（抽さきやま）

遺跡g地点では落とし穴‾4基を調査しま

した。

古墳時代としては、市指定文化財であ

る村上の根上神社古墳（帥抽払じゃこ■。晶）に

隣接する白筋（しろすじ）遺跡の調査を行いま

した。古墳周溝の可能性がある溝の一部

を倹出しましたが、断定はできませんで

した。＿出土遺物は少量でした。

奈良・平安時代の過跡では、さきほど

ふれた上谷追跡の他に、白筋追跡におい

て竪穴住居跡を1軒、川崎山追跡f地点

で2軒の調査がされました。この2例に

ついてはいずれも斜面地で竪穴住居が検

出され、住居の立地条件を考えるうえで

興味深い成果でした。また内野南遺跡a

地点でも竪穴住居跡1軒が調査されてい

孝す。

この他に、確認調査で蓄積の西内野（E

Lうちの）遺跡において縄文時代の遺跡の薪

在と、保品の郷（こう）追跡において、奈良

平安時代の大集落の存在を捉えることが

できました。

．【整理事業】

大和田新田に所在する艶文時代前期の

集落跡であるヲイノ作南遺跡の整理作業

と、保品に所在する縄文時代から奈良平

安時代の複合遺跡である、おおびた遺跡

の整理作業に着手し、発掘調査報告書刊

行まであとわずかとなりました。

【啓発事業】

平成10年度は上谷遺跡を大々的に取り

上げました。5月に上谷出土の人面土器

をNⅨニュース・各新聞・市広軌こ発表

し、歴史民俗資料館で実物を展示しまし

た。また、わいわいTVの市政ロータリ

ーでも取り上げ、国立歴史民俗博物館の

平川南教授にコメントしていただきまし

た。11月には遺跡見学会を行い、1月に

は千葉県遺跡発表会で報告しました。多

くの方々に上谷遺跡の重要性を感じてい

ただけたことと患います。

（宮澤　久史）
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遺物紹介　2つの青い装飾品1整警警②＿
ヲイノ作商遺跡では表題のように2種

類の装飾品が出土しました。1つは「け

つ状耳飾り」といって長方形の中央から

一端に切れ目の入ったもの、もう一つは

環状の「たれ飾り」です。・材質は耳飾り

断面（二つ0
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けつ伏甘飾り　　　　　　たれ飾り

がヒスィ、たれ飾りが蛇紋岩（じゃ弘がん）と

いう石です。いずれも青緑色をしていま

す。当時、この青や緑系の色彩は珍重さ

れていたようです。特にヒスイは新潟県

糸魚川流域にしか産出しない石で、稀少

なものです。

両方とも硬い石ですので、穴を閃ける

こと（穿孔せんこう）は容易なことではなか

ったに逢いありません。身を飾るためだ

けでなく、もっと逢った意味合いがある

ことも想像できます。例えば、男女の区

別であったり、自分の身を守ってくれる

盈符（ごふ）のような役割であったかもしれ

軋

小相接F錘のあ閥の◎

組文のかたちとこころj

（1989年翫新陳）

か瞞轟

ません。さらには稀少な石いわば宝石で

あるということから、立場の異なる、迷

ばれた人間のみが飾ることのできたもの

ということも考えられます。

それでは耳飾り、たれ飾りの細部を見

ていきましょう。耳飾りは、左側が欠け

ています。表面はややざらついており、

半透明の青緑色をしています。上端中央

には、Ⅴ字形に刻みが入っています。中

央は、丸くえぐられています。この部分

に着装される訳です（挿絵参照）。右上

方に丸く穿孔されています。

たれ飾りは、ペンダントの先端か耳飾

りの一部であったものと想像できます。

表面はつるつるでやや光沢があります。

これらの出土状態は、耳飾りは住居の

番土（ふくど＝埋まった土）中からで、破損

品として捨てたものか、意図的に置き去

りにしたと想定できます。たれ飾りは住

居の貯蔵穴からで、石匙（いしさじ）という携

帯用ナイフと一緒に意図して埋めた状態

で出土しました。何らかの精神生活上の

意識がこめられていたのでしょう。
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たった2つの装飾品からいろいろなこ

とが想像できます。機会がありましたら

また物言わぬ遺物に多くを語ってもらい

たいと思います。　　　　（森　竜哉）



追分塚と大日様
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やや古い話ですが、平成7年、基地造

成に伴い八千代市島四台字追分（おいわけ）（

旧桑楕村追分）に所在する追分塚の調査

を行いました。塚の規模は、凍酉約21．4

m、南北約21．5m、高さ約2．5mの方形

で、調査の結果、この塚は江戸時代の中

頃に築かれた旧桑橋（そうの肌）村の三山塚

（さんざんつか）であることがわかりました。三

山塚とは、出羽（でわ）三山信仰に関連した

塚のことをいいます。出羽三山とはかつ

て出羽国といわれた山形県にある、’月山

（がっさん）、湯殿山（ゆどのさん）、羽黒山（択ろさ

ん）の三山のことです。この三山は、平安

時代から修験道（しゅ郎どう）の山として知ら

れ、江戸時代になってから民衆の信仰の

対象となりました。男なら一生に一度は

三山参りに行くものであり、行った人は

死ぬと神になるとまで言われ、現在でも

多くの人がこの三山を参拝しています。

出羽三山に参拝して帰ってくると、通

常塚の上に三山の名を刻んだ参拝記念碑

を建てます（塚ではなく平地に建てられ

ることもあります）。また江戸時代、湯

殿山の本噂は大日如来（だいにちにょらい）であっ

たことから大日如来像が三山塚に祀られ

ていることもよくあります。八千代市内
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においても島田や小池など日蓮宗の檀家

になっている地域を除き江戸時代から出

羽三山信仰は盛んで、各集落ごとに1申

所は必ずこのような出羽三山の参拝記念

碑が建てられている場所があります。

追分塚の上には、お堂の中に「下総桑

橋村講中」「宝暦十三葵未（1763年）十

月吉日」の緒がある大日如来像が祀られ

ていました。この像は江戸時代から「大

日様」として仰がれ、桑橋の人々の暮ら

しを見守り綻けてきたそうです。またお

堂の周りには大正2年、昭和11年、昭和

24年銘の出羽三山の参拝記念碑が3基建

てられていました。地元の人の話による

と、昔はこのほかにもたくさんの参拝記

念碑や石碑が塚の上に建てられていたそ

うです。

ところで桑橋の檀那寺（餌なでら）は安養

院（あんよういん）、産土様（う対なさま）は熊野神社

であり、この追分塚はちょうどその中間

に位置していました。桑橋では昭和40年

頃まで、毎年9月1日の熊野神社の祭礼

のE＝こは獅子舞が舞われていました。獅

子舞が如われたのは熊野神社、安登院、

区長宅、そして大日如来像が祀られてい

るこの追分塚の前でした。「安養院霊山

（次項へつづく）

大日如来像
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縁起」によると、熊野神社、安養院、そ

して追分塚に大日如来像を祀ることは、

紀州の熊野三山、東北の出羽三山になら

うものであるということだそうで、この

塚が霊山として信仰を集めていたようで

す。天保14（1843年）に措かれた旧桑橋

村の地図である「桑橋村村絵図」にも安

塵院、熊野神社とともに、塚の上に大日

如来像を安置したお堂が措かれています。

このことからも追分塚が桑橋の人々にと

って神社や寺とともに重要な信仰の場で

あったことがうかがえます。

現在、塚は基地造成のため削平されて

残ってはいません。しかし、大日如来像

とお堂は塚があった場所に平成9年に新

しく道立され、今でも桑噂の人々の暮ら

しを見守り競けています。

（武藤′　健一）

都合のいい土器
その昔、ういういしい大学1一年生が発

掘現場で一生懸命仕事をしていました。

そこへベテランの調査員氏がやって来て

言いました。「がんばって掘ってね。そ

のうち『平安時代』って書かれた土器が

出てくるからね。」これを聞いて1年生

真剣に「ええっ、本当ですか！」、調査

員氏「ウソだよ。そんなこと書いてあっ

たら苦労しないよ。」そう言って寮然と

立ち去って行きましたとさ。

日本の考古学において土器は時間の物

差しとして使われます。土器は時間とと

もに文様や等形、鱒き方などが確実に変

化するからです。先学連の地道な努力の

積み重ねによって、精密な「土器編年表

」ができあがっています。しかし、これ

を覚えるのが．また一苦労なのです。つい

溺壊札も

昨年度をもって上谷遺跡の大境

模調査が終了しました。昭和60年

代から続いてきた、八千代市にお

ける「大規模調査時代」が終わっ

たと言ってよいでしょう。しかし

それらの本整理はこれからやす。

今年度も忙しくなりそうです。

入手代は墨書の

まも．だいい‘・

時代名や年月がはっきり書かれていれば

なあ、なんて思ってしまいます。

ところがあるのです。年代の書かれた

土器が。しかも八千代市内の出土品に。
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ともに平安時代初期の年号が墨で書かれ

ています。1は「弘仁十二年十二月」（

西暦821年）上谷遺跡出土、2は「承和

五年二月十」（838年）北海道遺跡出土

です。こんな好都合の土器は例が少なく

貴重なものです。　　（常松　成人）
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